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Ⅰ ファンドの運用状況

１.

(1)資産内訳 （百万円未満切捨て）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

百万円 % 百万円 % 百万円 %

(2)設定・解約実績 （千口未満切捨て）

千口 千口 千口 千口

(3)基準価額

口当り基準価額

百万円 百万円 百万円 円

２．会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う変更 有・無

② ①以外の変更 有・無
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Ⅱ 中間財務諸表等

ＮＥＸＴ ＦＵＮＤＳ 日経平均レバレッジ・インデックス連動型上場投信

（１）【中間貸借対照表】
（単位：円）

第 2期

(平成 26年 5月 20 日現在)

第 3期中間計算期間末

(平成 26 年 11 月 20 日現在)

資産の部

流動資産

コール・ローン 46,631,553,306 29,219,516,238

派生商品評価勘定 333,713,694 38,409,394,665

現先取引勘定 186,328,406,300 116,946,441,640

未収入金 - 77,400,256

未収利息 87,680 51,930

差入委託証拠金 43,977,039,000 -

流動資産合計 277,270,799,980 184,652,804,729

資産合計 277,270,799,980 184,652,804,729

負債の部

流動負債

派生商品評価勘定 25,070,848,761 73,402,147

前受金 - 26,263,764,000

未払解約金 - 523,143,200

未払受託者報酬 57,155,260 53,293,204

未払委託者報酬 857,328,885 799,397,990

その他未払費用 48,291,919 44,470,179

流動負債合計 26,033,624,825 27,757,470,720

負債合計 26,033,624,825 27,757,470,720

純資産の部

元本等

元本 126,353,040,000 52,473,060,000

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 124,884,135,155 104,422,274,009

元本等合計 251,237,175,155 156,895,334,009

純資産合計 251,237,175,155 156,895,334,009

負債純資産合計 277,270,799,980 184,652,804,729

（２）【中間損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

第 2 期中間計算期間

自 平成 25 年 5月 21 日

至 平成 25 年 11 月 20日

第 3期中間計算期間

自 平成 26 年 5月 21 日

至 平成 26 年 11 月 20日

営業収益

受取利息 33,692,016 41,833,824

派生商品取引等損益 12,225,994,096 120,617,444,841

営業収益合計 12,259,686,112 120,659,278,665

営業費用

受託者報酬 30,930,523 53,293,204

委託者報酬 463,957,801 799,397,990
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その他費用 28,249,458 43,428,617

営業費用合計 523,137,782 896,119,811

営業利益又は営業損失（△） 11,736,548,330 119,763,158,854

経常利益又は経常損失（△） 11,736,548,330 119,763,158,854

中間純利益又は中間純損失（△） 11,736,548,330 119,763,158,854

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う中間純損失金額の分配額（△）
- -

期首剰余金又は期首欠損金（△） 34,317,795,438 124,884,135,155

剰余金増加額又は欠損金減少額 53,644,809,800 179,675,149,600

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額
53,644,809,800 179,675,149,600

剰余金減少額又は欠損金増加額 26,738,344,400 319,900,169,600

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額
26,738,344,400 319,900,169,600

分配金 - -

中間剰余金又は中間欠損金（△） 72,960,809,168 104,422,274,009

（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.運用資産の評価基準及び評価方法 先物取引

取引所の発表する計算日の清算値段を用いております。

２.費用・収益の計上基準 派生商品取引等損益

約定日基準で計上しております。

３.金融商品の時価等に関する事項の補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なること

もあります。

また、デリバティブ取引に関する契約額等は、あくまでもデリバティブ取引におけ

る名目的な契約額または計算上の想定元本であり、当該金額自体がデリバティブ取

引の市場リスクの大きさを示すものではありません。

４.その他 現先取引

現先取引の会計処理については、「金融商品に関する会計基準」(企業会計基準委員

会 平成 20 年 3 月 10 日)の規定によっております。

計算期間

当ファンドの中間計算期間は、平成 26 年 5 月 21 日から平成 26 年 11 月 20 日まで

となっております。

（中間貸借対照表に関する注記）

第 2期

平成 26年 5月 20 日現在

第 3期中間計算期間末

平成 26 年 11 月 20日現在

１. 計算期間の末日における受益権の総数 １. 中間計算期間の末日における受益権の総数

29,040,000口 12,060,000口

２. 計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の額 ２. 中間計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の

額

1口当たり純資産額 8,651.42 円 1 口当たり純資産額 13,009.56 円

(100 口当たり純資産額) (865,142 円) (100 口当たり純資産額) (1,300,956円)

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

第 2期

平成 26年 5月 20 日現在

第 3期中間計算期間末

平成 26 年 11 月 20日現在

１．貸借対照表計上額、時価及び差額 １．中間貸借対照表計上額、時価及び差額

貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評価し

ているため、貸借対照表計上額と時価との差額はありませ

ん。

中間貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評

価しているため、中間貸借対照表計上額と時価との差額は

ありません。

２．時価の算定方法 ２．時価の算定方法

派生商品評価勘定 派生商品評価勘定
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デリバティブ取引については、（その他の注記）の ２

デリバティブ取引関係に記載しております。

コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。

デリバティブ取引については、（その他の注記）の ２

デリバティブ取引関係に記載しております。

コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。

（その他の注記）

１ 元本の移動

第 2期

自 平成 25 年 5月 21 日

至 平成 26 年 5月 20 日

第 3期中間計算期間

自 平成26 年 5月 21 日

至 平成 26年 11 月 20日

期首元本額 22,190,100,000円期首元本額 126,353,040,000 円

期中追加設定元本額 173,343,840,000 円期中追加設定元本額 133,314,640,000 円

期中一部解約元本額 69,180,900,000円期中一部解約元本額 207,194,620,000 円

２ デリバティブ取引関係

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

種類

第 2期(平成 26年 5月 20日現在) 第 3期中間計算期間末(平成 26 年 11 月 20日現在)

契約額等（円）

時価（円） 評価損益（円）

契約額等（円）

時価（円） 評価損益（円）うち 1 年

超

うち 1 年

超

市場取引

株価指数先物取引

買建 527,208,279,000 － 502,490,340,000 △24,737,135,067 275,456,936,000 － 313,803,760,000 38,335,992,518

合計 527,208,279,000 － 502,490,340,000 △24,737,135,067 275,456,936,000 － 313,803,760,000 38,335,992,518

（注）時価の算定方法

１先物取引

国内先物取引について

先物の評価においては、取引所の発表する計算日の清算値段を用いております。

※上記取引でヘッジ会計が適用されているものはございません。


